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地域広報紙とくぢ 2018年２月号

(2018年 1月末現在 )

◎人　口

6008人

◎世帯数

2900世帯

里山だより・フォトギャラリー
とくぢで輝く・ご縁をつなぐ徳地和紙
行政だより…4P
行事カレンダー・図書館だより・こんにちは！赤ちゃん
里山レシピ・ふるさと再発見

…2P
…3P

…5P
…6P

祝成 人 お め で とうご ざ い ま す

１月７日（日）
山口市民会館で、

「平成３０年山口市成人式」

が開催されました。
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初日にちかう会
in 串 家庭教育講座

「親子クッキング教室」

平成30年山口市成人式
1月7日（日）、山口市民会館

において、平成30年山口市成

人式が開催されました。

会場には、徳地地域で活動

する山口市地域おこし協力

隊員が漉いた徳地手漉き和

紙に、山口高等学校の書道部

が書いた書が展示されまし

た。

※成人式の集合写真（表紙

の写真）の販売については、4

ページ「行政だより」をご参

照ください。

（徳地地域交流センター）

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から

平成30年元旦。穏やかなお天気に
恵まれ、串地区内外から75名が参加。
由緒ある文殊岳 山頂（445m）で素晴
らしい初日を迎えました。あまりの
美しさに思わず歓声が上がりまし
た。 今年は、きっと良い年になるで
しょうね！

(串地域づくり協議会)

12月23日(土・祝)に徳地山村開発

センター調理室で、徳地地域内の小

学生と保護者、ご家族等約30人の参

加者が、ガトーショコラを作りまし

た。参加された親子どうしで交流し

ながら、お祭りのような賑やかさの

中、素敵なケーキが出来上がりまし

た。講師は、徳地生活改善実行グルー

プ連絡協議会5名の皆さんです。

ケーキや苺ジャムの作り方、いと

こ煮についてご指導いただき、みん

なで作って、美味しくいただきまし

た。

 (徳地地域交流センター)

●重源の郷の石風呂（３月４，１１日）
●岸見の石風呂（３月４日）
●二の宮の石風呂（３月１１日）
●観念寺の石風呂（３月１１日）

第５回

と く ぢ 石 風 呂 祭 り
３月４日（日）、１１日（日）

 二の宮の石風呂（３月１１日）で体験入浴し、出雲
神社（二の宮さま）、藁屋根の家など、周辺の見所を
散策しませんか。

～仲良くクリスマスケーキを作りました～

二の宮の石風呂 1月の初火入れ

出雲神社 藁屋根の家
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け
ど
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名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け

ど
、
行
っ
た 

こ
と
は
な
い
・
・
・

そ
ん
な
魅
力
の
あ
る
所
が 

徳
地

に
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

今
回
、 

福
田
貝
館
を
訪
ね
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
秋 

穂
の
探
訪

の
会
一
行
か
ら
の
依
頼
で
し
た
。

福
田
先
生
の
ご
自
宅
を
訪
ね
、
30

人
以
上
の 

方
が
見
学
に
来
る
こ

と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か 

と
お

伺
い
し
た
の
は
昨
年
の
夏
頃
で
し

た
。
快 

く
引
き
受
け
て
い
た
だ

け
た
こ
と
で
、
10 

月
に 

グ
ル
ー

プ
の
世
話
役
と
徳
地
の
下
見
を
兼

ね
て 

福
田
貝
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

初
め
て
見
た
世
界
の
貝
殻
に
は

改
め
て
驚
か 

さ
れ
ま
し
た
。
世

話
役
も
、
こ
れ
な
ら
メ
ン
バ 

ー

に
、
特
に
女
性
に
は
大
い
に
喜

ば
れ
る
に
違 

い
な
い
と
太
鼓
判
。

■ 

子
供
さ
ん
の
貝
好
き
に

　 

引
き
込
ま
れ
　
　

　
10 

月
、
11 

月
と 

2 

回
に
わ
た

り
、
福
田
先
生 

の
熱
い
お
話
（
ご

高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま 

だ

ま
だ
ホ
ッ
ト
で
す
よ
）
に
、
何

度
も
感
心
さ 

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
貝
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

実
は
先
生
で
は
な
く
息
子
さ
ん
の

方
が
先
だ
っ
た
そ
う
で
、
二 

人

で
国
内
外
を
捜
し
歩
い
た
そ
う
で

す
。
ご
子 
息
は
、
今
も
岡
山
大

学
で
ご
研
究
中
だ
と
か
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
先
生

の
お
話
の
中
に
サ 

ザ
エ
の
学
名

と
か
な
ん
と
か
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て 

い
た
の
で
す
が
、
よ
く
理
解
し
て

い
ま
せ
ん
で 

し
た
。
岡
山
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、 

『
福
田
宏
准
教
授
が
サ
ザ
エ
の
学

名
を
新
た
に 「
T
u
r
b
o 

s
a
z
a
e 

F
u
k
u
d
a
, 

2
0
1
7
」
と
命
名
し 

ま
し
た
。』

と
あ
り
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

■ 「
徳
地
の
ま
つ
り
」

　 （
平
成 

6 

年
発
行
）

　
先
生
の
お
話
で
は
、
若
い
頃
、

地
域
活
性
化 

に
随
分
頑
張
っ
た

け
ど
、
島
地
で
は
お
店
も
な 

く

な
り
、
買
い
物
難
民
に
も
な
っ
て

し
ま
っ
た 

と
聞
き
ま
し
た
。

　
平
成 

6 

年
、
徳
地
町
文
化
協

会
が
発
行
し
た 「
徳
地
の
ま
つ

り
」
と
い
う
小
冊
子
が
手
元
に 

あ
り
ま
す
。
当
時
の
会
長
だ
っ
た

福
田
先
生
が 

中
心
に
な
っ
て
発

行
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま 

す

が
、
徳
地
の
ま
つ
り
の
多
く
が
今

は
寂
れ
て 

し
ま
っ
た
の
は
残
念

で
す
。

（
取
材
:
池
田
特
派
員
）

　

貝殻に魅せられ
て

~世界中の貝殻が一堂に~

福田貝館(島地)福田敏一さん(97)福田貝館(島地)福田敏一さん(97)

　

１
月
に
、
東
京
で
山
口
市
、

宇
部
市
、
萩
市
、
防
府
市
、

美
祢
市
、
山
陽
小
野
田
市
、

津
和
野
町
の
魅
力
を
紹
介
す

る
合
同
移
住
促
進
イ
ベ
ン
ト

で
徳
地
和
紙
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
機
会
を
い

た
だ
き
、
こ
の
原
稿
を
書
き

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

体
験
さ
れ
る
方
が
楽
し
み
な

が
ら
作
れ
て
、
記
憶
に
残
る

何
か
を
提
供
し
た
い
と
知
恵

を
絞
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

手
漉
き
和
紙
な
ら
で
は
の

色
に
じ
み
が
味
わ
え
る
、

「
折
り
染
め
の
ペ
ー
パ
ー

フ
ァ
ン
」（
写
真
）
を
作
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
家
に

飾
っ
て
お
け
る
の
で
、
見

る
た
び
に
徳
地
和
紙
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
も
ら
い

た
い…

と
い
う
願
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
折
り
染
め
の

練
習
と
ペ
ー
パ
ー
フ
ァ
ン

の
試
作
を
重
ね
ま
し
た
。

私
は
心
配
性
な
の
で
、
準
備

を
入
念
に
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
が
、
う
っ
か
り

者
で
も
あ
る
の
で
、
ど
こ
か

に
必
ず
落
ち
度
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
番
に
は
想
定
外
の

ト
ラ
ブ
ル
が
付
き
物
。
ド
キ

ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
同
時
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、

徳
地
和
紙
に
触
れ
た
人
た
ち

が
ど
ん
な
反
応
を
さ
れ
る
の

か
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

徳
地
和
紙
が
つ
な
げ
て
く
れ

る
ご
縁
、
さ
ら
に
広
が
り
ま

す
よ
う
に
！

▶
万
華
鏡
の
よ
う
な
、
折
り
染
め

の
ペ
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
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骨粗しょう症予防教室
～骨折による寝たきりにならないために～

若者学びの広場開催事業
やまのいもを使った料理教室
「徳地の特産品を使った、伝えたいふるさとの味」

資源物収集臨時職員募集について

採用希望の方は、履歴書を期限までに下記へ持参するか郵
送してください。

平成３０年４月１日から
（半年更新で最大３年）
面接
平成３０年３月２日（金）
（詳細な時間は後日お知らせします）
１名
週４日程度
午前７時３０分から午前１１時３０分まで
状況に応じて、午後から勤務する場合もあり。
徳地地域内の資源物の収集と運搬
（数人単位での作業）
時給　１，０２０円
あり
なし
普通自動車免許
（２トン車の運転有、ＡＴ限定不可）
不問

採用予定日

選 考 方 法
選 考 日

採 用 人 数
勤 務 時 間

業 務 内 容

賃 　 金
通 勤 手 当
健康保険等
必要な免許・資格

年 　 齢

平成３０年２月２８日（水）必着
郵便番号　７４７－０２９２
山口市徳地堀１７４４番地
山口市徳地総合支所　総務課

総務課　担当　高野　☎５２－１１１１

出 願 期 限
宛 先

問 合 せ 先

平成３０年２月２８日（水）
徳地地域交流センター及び各分館
写真サイズ　２ＬＧ
申込期限後、撮影業者（写真スタジオＫ）に発
注し、出来上がり次第郵送します。

徳地地域交流センター　☎５２－０２１７

申 込 期 限
申 込 先
そ の 他

問 合 せ 先

平成３０年３月１６日（金）
１０：００～１２：００
徳地保健センター
２０人程度
（市骨粗しょう症検診を受けられた方を優先）
健康な骨でいきいき暮らそう！
・運動編（お話と軽い運動）
　講師：健康運動指導士　西田井恭子　先生
・食事編（お話）
　講師：市管理栄養士
動きやすい服装・靴、筆記用具、水分補給用の
飲み物、タオル
 平成３０年３月９日（金）まで        

健康増進課　健康づくり第三担当
☎５２－１１１４

日 　 時

場 　 所
定 　 員

内 　 容

持 参 品

申 込 期 限

成人式の写真を販売します
平成３０年山口市成人式で撮影した集合写真（今月号表紙
の写真）を１枚850円で販売します。ご希望の方は、写真代を
添えて下記までお申込みください。

申し込み・問合せ先

平成３０年３月１１日（日）
９：００～１３：００
徳地山村開発センター　１階　調理実習室
徳地地域に在住・在勤で、おおむね２０～５０
歳代の方
徳地地区生活改善実行グループ連絡協議会
エプロン・三角巾（バンダナ可）・タオル（手拭
用）１枚
１人　６００円
やまのいもを使った料理（郷土料理）の作り
方を教わります。
１５名
平成３０年３月８日（木）まで
託児を予定しています。ご希望の方はお問合
せください。

日 　 時

場 　 所
対 象

講 師
持 参 品

参 加 費
内 容

定 員
申 込 期 限
そ の 他

徳地地域交流センター
☎５２－０２１７

申し込み・問合せ先
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室

☎５２－０６６２

☎５４－０５６３

☎５２－００４３ 休日・夜間診療のご案内（防府市内）

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。

【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
２月１８日（日）
２５日（日）

３月 ４日（日）
１１日（日）

しみず医院（栄町） ☎38-8883
たかきクリニック（台道） ☎33-1050
ながみつクリニック（中央町） ☎20-1230
防府整形・リウマチクリニック（新田） ☎25-1060

2 月・3月の開設日
15

16
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27

28
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3
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6
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14

15

すくすく元気に育ってね!

あっ!とおどろくべジタブルクッキング!!
お誕生日会
（ぐるるんぱ）楽しいおはなし会
ひなまつり会
絵本読み聞かせ（おいしいおかゆの会）

16日（金）
20日（火）
23日（金）
2日（金）
13日（火）

せいさく遊び（おもいで絵本）
お楽しみ会

8日（木）
15日（木）

2月

3月

3月

図書館
休館日

◎文学　
◎一般書
◎実用書
◎ティーンズ
◎物語・児童書
◎絵本　

海馬の尻尾／荻原　浩
マンガで読む「不安な個人、立ちすくむ国家」／経財省若手プロジェクト
素敵なあの人の大人服
高校生からわかる原子力／池上　彰
さよなら、おばけ団地／藤重　ヒカル，浜野　史子
おしりつねり／桂　文我，北村　裕花

◎今月のテーマ
◎絵本
◎一般
◎児童・ティーンズ

葉室　麟を読む
にゃん・にゃん・にゃん！
ぽかぽか・ほっこり
スイスイスイーツ！

２月／ １９・２２・２６
３月／ ５・１２

３／１４（水）徳地保健センターにてブックスタートを開催します。
対象のご家庭にはお知らせの葉書をお送りしますので、どうぞご参加ください。

中嶋 駿一ちゃん〔出雲地区〕
年齢：１歳（写真撮影時）
性別：男の子

な か し ま しゅんい ち
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25
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徳地地区人権学習講座

キンボール&バウンドテニス教室

第１２回串交流センターまつり

憩いステーションとくぢ

認知症家族会（やすらぎの会）

森×美賜メソッド～キレイに変わる２日間（～２５日）

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

第２３回むすびの里まつり

あいあいサークル「みんなであそぼ」

健康相談（徳地保健センター）

すこやかサロン（柚野地域活性化センター）

ちいさな森カフェ

すこやかサロン（柚野分館）

母子健康相談

健康相談（串分館）

（問）徳地地区人権学習推進協議会事務局　☎５２－０２１７

（問）徳地地区体育協会事務局　☎５２－０２１７

（問）串交流センターまつり実行委員会（串分館内）　☎５４－０２２２

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）徳地農林振興事務所　☎５２－１１２２

（問）出雲地域づくり協議会　☎５２－０２１７

（問）むすびの里まつり実行委員会（八坂分館内）　☎５６－０３０１

（問）健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

（問）健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

（問）健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

（問）徳地農林振興事務所　☎５２－１１２２

（問）健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

（問）健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

（問）健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

金

日

日

火

水

土

日

日

水

木

木

日

月

水

木

（2 月 15 日～3 月 15 日）

2

3



～重源上人の里 みてある記～
（十二）　伝説の色いろ

①　御馬の麦畑の雑草封じ
東大寺再建のため杣山から切り出した用材を、運ぶ人手が足り
ず困っていた重源上人は、麦畑の草取りで多忙な村人に手伝って
もらうよう呼びかけました。御馬の百姓たちは「東大寺様の木材な
ら、何はさておき、お手伝いしよう」と快く引き受け、25mもある巨
木を佐波川の下流へ流すことができました。重源上人は奇特な御
馬の百姓のお礼に「今後、御馬の百姓には麦畑の草取りは無用に」
と、雑草封じの祈祷をしました。それ以来、御馬の麦畑には草が生
えなくなったということです。
②　横野の虫つかずの大根畑
重源上人は東大寺への用材運搬は農繫期になると人手不足で
人集めに困っていましたが、下八坂の横野の百姓は大根畑の虫取
りの作業を止めて木材流しに加勢しました。重源上人はその労苦
のお礼に、虫封じの祈祷をされたため、その後は横野の大根畑には
虫がつかなくなったということです。
③　鉢窪の正月飾り無用の伝承
冬になると雨が少なく佐波川の水位が下がり、八坂と小古祖の
境にある鉢窪の淵では、材木は溜まる一方で下流に流れなくなりま
した。重源上人は水路の修理のために協力を呼びかけましたが、正
月の支度で誰も集まりませんでした。しかし、川下の一族が自分の
仕事をやめて、凍てつく冬の川に入り、水路の修理をしたおかげで、
溜まった材木を流すことが出来ました。重源上人は献身的な働き
に対し、今後は正月飾りをしなくても、良い正月が迎えられるように、
加持祈祷をして労をねぎらいました。
④　小古祖の夫婦岩
小古祖の片山の旧道沿いに、夫婦岩という自然石が二つ並んで
いて、いつも花柴が供えられています。当時の佐波川はこの辺りを
流れ、東大寺用材の貯木場があったようで、番小屋で見張り番をし
ていた夫婦は、あるとき、前夜からの大雨で川があふれて貯木場に
押し寄せたので、流出しそうな大木をつなごうと、流れに足を取ら
れ、あっという間に夫婦とも濁流にのまれてしまったということです。
後日、村人たちはこの夫婦を哀れみ、小屋跡に陰陽の石を並べて、
ねんごろに二人を供養しました。それ以来、夫婦岩と呼び、現在に
至っています。子供の夜尿症に豆腐や油揚を供えて拝むと御利益
があると言い伝えられています。
この他にも色々と伝説がありますが、地域の人々が重源上人の
事業に少なからず係わっていたことが伺われます。

（法光寺　東堂　松尾宗茂）

長年はぜ掛米を主に生産
してこられましたが、減反を
きっかけに小豆の栽培を始
めたそうです。 ７月に種をま
き、さやがつき始めた頃に猿
避けの網で畑全体を覆いま
す。 収穫まで沢山の工程を経て、最後に一粒づ
つ目視で選別しようやく出来上がりです。 ご夫

婦で丹精こめて作られた大
納言を使って郷土料理の
「いとこ煮」を紹介します。

～今月の食材～

小豆(大納言)
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小豆は３倍の水に半日浸し、火にか
け沸騰したら茹でこぼす（２回繰り
返す）
①に差し水をしながら弱火で炊き柔
かくなったら、砂糖を加え、塩で味
を調える
白玉粉を水で溶き（耳たぶくらいの
硬さ）団子を作り熱湯で茹で水にと
る。干し柿は小さく割る
③を②の中に加える

①

②

③

④

小豆
砂糖
白玉粉
干し柿
塩

2 0 0グラム
2 0 0グラム
1 5 0グラム
適宜
適宜
　

材　料（４人前）

作り方

いとこ煮

先月号の表紙で、北野天神（小古祖）と記載しましたが、正しくは北野天神（堀）でした。
お詫びして訂正いたします。お詫び

ご もう

はち くぼ

お ご そ

もしゅう
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生産者「渡邊洋登さん、冨美子さん」
こだわりの味自慢！
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